
環境保全型農業に取り組む農業者の支援
～石狩型有機輪作体系の確立に向けて～

活動内容 土地利用型作物を中心とした有機農業を推進

背景

国の有機農業
取組面積目標
2050年

25％ （100万㏊）

石狩管内の有機農業
(全耕地面積に占める割合)

作付面積
約0.5％

農家戸数
約1.4％

有機農業に関する取組事例や情報が少ない

青色LEDによる大豆のマメシンクイガ防除 現地実証

石狩地域農業技術支援会議のプロジェクト課題

として道総研の最新技術を現地で実証

→現地で効果を確認するとともに、農業者、

関係機関を対象に現地検討会を開催
千歳市 実証ほ場

新規導入作物の試作

「春まきなたね」「直播てんさい」

を千歳市の現地ほ場で有機栽培

→有機輪作品目の候補として現地

適応性を確認

春まきなたね 直播てんさい

道内外の優良事例収集

道内（上川・道南・道東）、茨城

県、熊本県で計16カ所を視察

→農業者、行政機関、流通業者

等から優良事例を収集

上川郡比布町 熊本県菊池市

石狩農業改良普及センター
活動年次：令和6年～



今後の対応

・「現地実証」「新規導入作物の試作」「優良事例収集」を
次年度以降も継続

・有機農業に関する情報を発信し、農業者(有機・慣行)、関係
機関の理解醸成を図りながら、環境保全型農業を推進する

・中粒大豆で防除効果を確認

・青色LED照射時期等の課題が明確

となり、次年度の更なる防除効果

の向上が期待される

被害粒率

青色LEDによる大豆のマメシンクイガ防除 現地実証

製品収量

石狩有機農業セミナーを開催 参加者75名
現地事例や活動成果を農業者、関係機関に広く発信し、有機農業取組気運の醸成を図った。
参加者の声： 「管内の事例が参考になった」、「青色LED技術の今後が気になる」等

新規導入作物の試作

・春まきなたねは有機栽培に適する

品目であることが確認できた

・生産-搾油-販売を検討するグルー

プが結成された

有機春まきなたね 発起人会

道内外の優良事例収集

「行政が中心となった有機農業の

推進体制」「作物の特性を活かし

た栽培管理」「実需ニーズを重視

した流通・販売方法」等の先進事

例を収集

茨城県 大規模有機モデル団地

活動成果


